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2月号 

（第55号） 

今月のことば 
「わたしは植え、アポロは水

を注いだ。しかし、成長させ

てくださったのは神です。」 

コリントの信徒への手紙、

一、第３章６節（藤田智選） 

（当クラブは、多摩市社会福祉協議会多摩ボランティア･市民活動支援センターの登録団体です） 

 

今月の強調テーマ TOF (Time of Fast：断食のとき) 

（世界の貧困、病苦等に苦しむ人々を支援するため、例会にて節食して、その分の金額を献金するプログラムです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【巻頭言】「TOFは学びの場」 

今月の強調テーマは TOF です。

設立から 5 周年を迎えようとし

ている多摩みなみですが、ワイ

ズに出会うまで「ボランティア」

という言葉に縁の無かった人も

少なくありません。その私たち

が、１年にたった１度ではあり

ますが、≪食べられるのに食べない≫という簡単な

行動によって、なんとなく心が温かくなるのを毎年

体験して来ました。 

TOF は、大人ばかりでなく、小さな子ども達にも分

かり易い、質の高い学びの場です。このささやかな経

験は、誰かのために行動を起こす自分との出会い。緩

やかなボランティアへの入り口となり得ます。 

昨春以来、私たちは同じ街の中でも、食べ物に困った

人の存在を知ることになりました。その一方で、コロ

ナ太りしてしまった方も少なくないようです。2 度

目の緊急事態宣言の今だからこそ、このギャップを

心に留めておきましょう。事態が収束して、会食の自

由を取り戻し、ワクチンが行き亘った時（何時になる

かは不明ですが）には「ダイエットのチャンス！」と

言って友人、知人を誘えるかもしれません。 

（深尾香子） 
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 メンバー    8名 BF ファンド 

在籍12名  メーキャップ 0名 切手   375 g (今年度累計  375ｇ) オークション     0円 

 (内広義会員1名)  出席率      73％ 使用済み切手､少しでもご持参ください (今年度累計    0円) 

 例会出席10名  メネット     0名 ぽんぽこファンド 12,800円 スマイル         0円 
  ゲスト・ビジター 2名 (今年度累計12,800円) (今年度累計      0円) 

2月例会プログラム 
           

    日時：2 月 2 日(火) 19:00～20:30 

会場：Zoom による WEB 開催 

司会：田中博之 
 

＊開会および会長挨拶  深尾 香子会長 

＊今月のことば   藤田 智 

＊ゲスト/ビジター紹介 会長 

＊ゲストスピーチ 日本YMCA同盟 平田真姫さん 

   「もっと知ろう！ピンクシャツデー」  

＊チーム報告（農園、多摩社協、地域団体） 

＊YMCA ニュース・連絡等 

＊メンバー近況報告 

＊ハッピーバースデイ/アニバーサリー 

＊閉会挨拶  会長 
 

＜参加者へのお願い＞ 

当日は何かピンクのものを身に着けてご参加く

ださい。 

2020～2021 年度 主題 
 

クラブ会長 深尾香子「寄り添おう！青春。学ぼう！高齢化。」 
 

東新部部長 加藤義孝(東京) 「友情の絆を強め、YMCA を支えよう」 

東日本区理事 板村哲也(東京武蔵野多摩) 「変化を楽しもう！」 

アジア太平洋地域会長 David Lua (ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ) 「変化をもたらそう」 

国際会長 Jacob Kristensen (ﾃﾞﾝﾏｰｸ) 「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

 

《クラブ役員》会長 深尾香子 副会長 伊藤幾夫 直前会長 石田孝次 

書記 小早川浩彦  副書記 田中博之 会計 綿引康司 担当主事 小野 実 

2 月の Happy Birthday / Happy Anniversary 

《誕生日》小早川浩彦(12日) 井上富子(15日) 

伊藤幾夫(17日) 

メネット：安藤久美子(11日)、 

《結婚記念日》小早川浩彦(17 日) 
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1月例会報告 
1 月 5 日（火）19:00 から、例会が Zoom にて開催さ

れました。今回は、東京町田スマイリングから、為我

井会長がビジターとして参加されました。 

ゲストスピーカーは、慈有塾代表の高木実有さん。

『多摩市における無料塾「慈有塾」の活動について』

というタイトルで、無料の塾を立ち上げた経緯や、現

在の運営内容、授業スタイル等をご説明いただきま

した。スピーチ後の質疑応答では、経済面の負担や市

からの補助の有無、寄付に関する要望等、参加者から

多くの質問が出て、生徒を第一に考えた活動に対す

る、メンバーの関心の高さが伺われました。 

 
「2021-2022 年度クラブ役員」の承認も行われ。次

期会長の伊藤さんにご紹介いただいたメンバーが、

拍手をもって承認されました。また、2 月 15 日（月）

が提出期限の BF 切手の募集について、担当の藤田

さんからご案内いただきました。   （小早川記） 

《出席者》「メンバー」8名：石田、伊藤、小野、小

早川、田中、深尾、藤田、綿引、「ビジター」1名：

為我井（東京町田スマイリング）「ゲスト」高木実有 

1月第 2例会（運用会議）報告 
1月11日（月）19:00から、第2例会がZoomにて開催

されました。定例審議事項では、2月例会のゲストス

ピーカーとして、日本YMCA連盟が取り組む、いじ

め反対運動「ピンクシャツデー」の広報担当である、

平田真姫さんをお招きすることを決めました。報告・

確認事項では、ぽんぽこ農園の収穫物の販路拡大が、

直近の問題として話題となりました。コロナ禍でワ

イズの、集合してのイベントが無いために発生した

課題です。審議事項では、東京町田コスモスおよび東

京町田スマイリングとの合同開催によるwebでの3

月例会に向けて、日程の候補日や担当者の選出、プロ

グラムとして取り上げたい内容等が話し合われまし

た。                （小早川記） 

《出席者》7名：石田、伊藤、小野、小早川、田中、

深尾、綿引 

 

今月のスピーカー 

平田 真姫（ひらた まき）さん 

日本 YMCA 同盟 

 

《プロフィール》   

千葉県君津市、緑豊かな田舎で

育ち、千葉 YMCA に奉職。現

在、千葉 YMCA からの出向に

より日本 YMCA同盟に勤める。

千葉 YMCA 在職中には、2008

年から柏、2010 年から千葉、過

去には船橋ワイズメンズクラブ

にも所属。また、2003 年から

2007 年まで YMCA を離れ、千

葉県教育庁特別支援課に所属し

特別支援教育巡回指導職員とし

て小中学校にて発達障がい児の

支援に関わる。趣味はヨガ。 

 

《要旨》 

カナダで起こったある出来事がきっかけで始まった

ピンクシャツデーも現在では 180 の国と地域で取り

組まれています。（「日本ピンクシャツデー」調べ）

今回の卓話ではピンクシャツデーの始まりから現在

の YMCA での取り組みをご紹介し、最後には全員で

ピンクシャツデー賛同のアクションを興したいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

在京ワイズメンズクラブ会長会・参加報告 
1 月 9 日、コロナの拡がりによって恒例の在京ワイ

ズ新年会が中止となったこの日に、在京ワイズ会長

会が、オンラインで開催されました。17 クラブの会

長と担当主事を構成員とするこの集まりは、ここ数

年で、皆の要望によって開催頻度を増やし、大切な情

報交換の場に成長してきました。 

当日は、夫々のクラブが昨年の状況として、例会や地

域奉仕活動を、縮小せざるを得なかったことを報告

し合いました。ただし、このような困難の中でも、な

んとかワイズライフを継続しようと工夫している様

子も共有されました。東京ひがしクラブの取り組み

「東陽町の敷地内を耕すということを英断し、花や

野菜を植え、訪れる人を和ませ、子ども食堂に新鮮な

食材を提供できた」を伺い、是非、実際に拝見したい
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と思いました。我々の大切なパートナーである

YMCA も、全ての活動、運動にブレーキが掛かり、

大きな痛手を負っていますが、経営危機の中にあっ

ても、保育園等の事業を継続して、プログラム参加者

の家庭を助けることによって、社会の一員としての

立ち位置を確認できているそうです。その他に、在日

本韓国 YMCA も同じく大変な状況ですが、こちらは

一昨年改修した「2.8 独立宣言資料室」が研究者へと

周知され、都内の大学等から授業としての訪問実績

が増えているとのことです。 

今までは、これらの繋がりの大切さに、正直気がつい

ていませんでした。親子、兄弟クラブ、あるいは所属

する部の中、更には遠く部を越えて、メール、電話、

SNS での声掛けが、この 1 年は、本当に支えとなり

ました。まさかと思っていたオンライン会議も、メン

バー間で習い、教え合い、今ではだいぶ慣れて使える

ようになりました。あれもこれも、コロナのおかげな

のです。 

一方、地域に目を転じると、孤立無援でボランティア

活動をしている団体が沢山あり、心細い思いをしな

がら、自分たちが掲げたミッションを果たそうとし

ていることが分かります。これからのワイズは、これ

らの高い志を持った方々と繋がっていくことも大事

な働きの一つです。今は、直接会いに行くことは難し

いですが、地元の広報紙を開くと、いくつもの記事に

出会えます。ぜひ、意識して目を通してください。 

（深尾記） 

 

東新部次期部役員準備会(その１)報告 
1／16(土)15:00～16:40、東新部次期部役員準備会が

Zoom 会議で開催されました。部 LT 委員長太田勝人

さんの司会で進められ、議題として、松香光夫次期部

長から次期役員の紹介(別表)、伊藤幾夫 LT 委員から

「役員の心得」についての説明、松香次期部長からの

活動方針が示されました。最後に部書記の長澤弘さ

んから当面の活動について説明がなされました。 

いよいよ次期の準備がスタートしました。当クラブ

からは、次期部書記として石田孝次さん、次々期部長

として深尾香子さんが役員として加わります。期待

したいと思います。          （伊藤記） 

 

2021～2022 東新部役員（一部、敬称略） 
役職 氏名 所属クラブ 

部長 松香光夫 東京町田コスモス 

次期部長 深尾香子 東京多摩みなみ 

直前部長 加藤義孝 東京 

書記 権藤徳彦 東京町田コスモス 

副書記 尾張日出夫 東京町田スマイリング 

会計 石田孝次 東京多摩みなみ 

地域奉仕･Y サ事業

主査 
（未定） 

 

会員増強事業主査 村野 繁 東京世田谷 

国際･交流事業主査 朝倉正昭 東京世田谷 

ユース事業主査 城田教寛 東京町田スマイリング 

 

 

東新部 EMCセミナーのご案内 
東新部では、下記チラシのとおり「EMC セミナー」

を開催します。今回は、コロナ感染拡大防止を考えて、

Zoom での開催です。発題は、わがクラブの石田さん

と伊藤の 2 名です。東日本区では、Change! 2022 プ

ロジェクトを展開していますが、コロナの影響で会員

増強が苦戦を強いられています。東日本区後期半年報

が発表されましたが、会員増加は＋8 名にとどまって

います（前年度同時期は＋26 名）。厳しい状況が続い

ていますが、ワイズの総力を結集して会員増強に努め

ましょう。（セミナーの案内チラシは、当クラブの田

中博之さんの制作によるものです。） 

（伊藤記） 
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ぽんぽこ農園便り 
1 月 21 日(木)、好天続きだったので、午後から本日

購入したばかりの化成肥料 20kg 袋を持込み、玉ねぎ

の水やり、今の秋冬野菜収穫後の畑の土起こし作業

のため、ぽんぽこ農園に行ってきました。現地では、

友の会の佐々木さんと合流しました。ブロッコリー

とカリフラワーは、これ以上の収穫が望めないので

茎を抜き、次の作付けの準備に切り替えました。白菜

とキャベツは、もう１か月、様子を見守ることにしま

した。 

2 人で作業を分担し、佐々木さんは、土のふるいがけ

と肥料散布。私は、水やりとスコップを使っての土起

こし作業を分担しました。1 時間半、汗だくの作業に

なりました。水を補給しながら、休み休みの作業が続

きました。（佐々木さん曰く、農作業は休み休みが鉄

則とのこと）粘土質の土は固く、スコップで深く掘り

起こし、土の塊を砕きながら整地して行きました。結

構しんどい作業でした。3 月にジャガイモ、里芋、さ

つまいもを植え付ける予定なので、今年は、土作りを

入念に仕上げ、土の状態を重点的にケアすることに

しました。土に酸素と肥料を十分に補給します。その

ためには、土は、ふかふか、さらさら、深さを意識し、

根がすくすく伸び、地下から十分な栄養と水分を吸

収できるよう整える必要があります。折角丹精込め

て育てるのですから今年こそは収穫量と味にこだわ

りたいと思います。（笑）        （石田記） 

BF切手について 
使用済みの切手がある方は、1 月中に担当の藤田ま

でご連絡ください。2 月 15 日（月）が提出期限とな

っております。少しでも結構ですので、よろしくお願

いします。BF とは「Brotherhood Fund」の略で、

BF 代表や国際役員の公式旅行の費用に充当するた

めに、全ワイズメンが積み立てる基金です。集めた使

用済みの切手を換金し、無から有を生み出すことが、

この活動の原点です。ご協力をお願いいたします。 

（藤田記） 

 

各種献金について（会長からメンバーへ） 
毎年 2 月に行っている各種献金について、皆様に

ご理解いただくべく、簡単におさらいさせていた

だきます。献金は大きく 2 種類に分かれます。会

員会費からの積み立て分と、個人の自由献金です。

会員会費からの毎月の積立額は合計 572 円で、内

訳は以下のとおりです。【地域奉仕（CS）104 円、

主事・リーダー研修（ASF）42 円、エイズ等啓発

（FF）42 円、代表派遣、国際役員旅費（BF）167

円、貧困対策（TOF）108 円、マラリア撲滅（RBM）

67 円、クラブ新設（YES）42 円】 

また、2 月は TOF 強調月間も兼ねているので、2

月例会の食事を軽食に変更し、予算額 1,000 円と

の差額を献金に上乗せしていました。今年度は、

コロナ禍により例会をオンラインでおこなうため、

食事の予定はありません。これまで上乗せしてい

た分の TOF 献金をどう整理するか、2 月例会にて

皆様にご相談させてください。 

個人の自由献金は、例会への持ち込みないし、ク

ラブ口座への振り込みとしていましたが、こちら

もコロナ禍のため、振り込みのみとなります。会

計担当から先日、献金科目をまとめた一覧表を、

メールでご案内しています。ご希望の科目と金額

を入力いただき、期限の 2 月 7 日までに、会計担

当にご返信ください。例年に倣い、ご厚情をお寄

せいただきますようお願いいたします。 

（深尾記） 

 

YMCAニュース  担当主事 小野 実 

いつも YMCA へのご協力に感謝いたします。 

◆ソシアス 2020 

会員と YMCA スタッフが共に話し合い、互いを知り

あえる親睦を深める機会でもあります。事業が多様

化している中、YMCAの働きを知る場にもなります。 

今回は、Zoom を利用したオンラインによる開催とな

ります。ご参加お待ちしております。 

日時：2021 年 2 月 11 日（木・祝） 

10 時 30 分～13 時 00 分 

開催方法：Zoom による開催 

参加費：無料 
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※参加フォームにてお申し込みの方へ当日の Zoom

リンク先をメールにてお送りいたします。 

◆第 854 回早天祈祷会 

日時：2021 年 2 月 1 日（月）7：00～ 

会場：東京 YMCA 山手コミュニティーセンター 

奨励：小畑貴裕（東京 YMCA 主任主事：国際ホテル

専門学校校長） 

 

3月合同例会の開催案内  
3 月の例会は、当クラブ、東京町田コスモスクラブ、

東京町田スマイリングクラブの 3 クラブによる合同

開催となります。日時は、3 月 8 日（月）19:00～20:30

で、Zoom にて開催されます。主なプログラムは、各

会長による活動・今後の計画の紹介および 3.11 の 10

周年を覚えて、石巻広域クラブの清水弘一さんから

のメッセージです。 

毎月の例会とは開催スケジュールが異なりますので、

ご留意ください。 

 

これからの予定  
・2月8日(月) 19:00～  2月第2例会 

（東新部部長公式訪問） 

・3月8日(月) 19:00～ 3月合同例会 

・3月15日(月) 19:00～ 3月第2例会 

 

※いずれもZoomにて開催予定 

 

 


